
 

登校について考える 

 
校長 大山 章博 

 

少しずつ日が伸びてきました。梅の花もほころび、すぐそこまで春が来てい

ることを感じます。２月４日は立春でした。立春は、二十四節気において春の

始まりであり、１年の始まりとされる日です。八十八夜や入梅、二百十日など、

日本の文化や生活に根ざした言葉は、立春を基準にしています。立春とはいえ、

まだまだ寒い日が続きそうで、春の陽気が待ち遠しいところです。 

さて、ここのところ折にふれていろいろな場面で話をしていることがありま

す。それは「登山」も「登校」も「登る」という漢字が使われていることから、

山と同様に学校も登る対象なのではないかということです。高尾山や御岳山と

いった行楽シーズンにはたくさんの登山客で賑わう山々も、ケーブルカーやリ

フトが整備されているルートだけでなく、麓から登る道のりの長いルートもあ

ります。険しい山道を登って山頂に着くと、清々しい気持ちになりますし、達

成感に包まれます。もともと山が信仰の対象となるものであったり、心身を鍛

える場であったりしたことから、自らをこれまでよりも一段高いところへ進ま

せることができるという意味もあって、「登山」となったのでしょう。 

では、なぜ「登校」なのでしょうか。今でこそ、学校には子供たちが楽しむ

ことができるような学習活動や様々な行事がありますが、学校が設立された当

時は、そういったものはなかったものと考えられます。当たり前ですが、今よ

り不便なことがたくさんあったでしょうし、今とは快適さも比べものにならな

かったでしょう。そういった環境に身をおきながら、頭脳、精神そして肉体を

鍛える場所であった学校は、山と同じように険しいものであったと想像できま

す。私は、知識を学び、山と同様に心身を鍛え、自らを成長させる険しい場所

である学校に朝から「登っていく」ことから、「登校」というのだと思います。 

学校や教室は、よく「社会の縮図である」と言われます。自分と感じ方や考

え方、価値観が違う人と一緒に生活したり、人間関係を築いたりしなければな

りません。時には、トラブルに遭遇したり、壁にぶつかったりすることもあり

ます。子供たちは、自分の前にある問題を解決しながら、相手を思いやったり、

相手と折り合いをつけたりしていく力を身に付けていくのです。学校は、自分

で考え、判断して行動できる力としなやかさを獲得していく場所なのです。 

時代と社会の変化から、学校の姿も変わってきました。お子さんによっては、

「登校」することがストレスになることもあるかもしれません。保護者の皆様

には、そのストレスを取り除くのではなく、お子さんの気持ちに寄り添いなが

ら、自らを成長させる場である学校へお子さんを誘っていただければと思いま

す。 
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生活目標 ： 「友だちとさそいあって、なかよくあそぼう」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日(木)  安全指導 

2日(金)  新１年生保護者会 

     １～３年４時間授業 

5日(金) 食育週間（始）  

     昔の道具体験（３年） 

6日(火) なかよしタイム（1・６年） 

      ブラインドサッカー（４年） 

7日(水)  なかよしタイム（３・５年） 

     クラブ活動・クラブ見学 

8日(木) なかよしタイム（２・４年） 

9日(金) 読書旬間（終）食育週間（始） 

     特別時程 ４時間授業（全） 

11日(日) 建国記念の日 

12日(月) 振替休日 

13日(火) クラブ活動宣伝集会 

14日(水) ＰＵＴ週間（始）４・５年５時間授業 

      中学校入学前体験会（６年・ＤＶＤ） 

20日(火) 地域清掃（４・５年） 

      幼保小交流（１年） 

21日(水) ＰＵＴ週間（終） クラブ活動（最終） 

23日(金) 天皇誕生日 

26日(月) さくら合同学習 保護者会（１～３年) 

      全学年５時間授業（モジュール無し） 

27日(火) ６年生を送る会リハーサル（３・５年・さ） 

      避難訓練 

28日(水) ６年生を送る会リハーサル(１･２･４･６年） 

      保護者会（さ･４～６年） 

      全学年５時間授業（モジュール無し） 

29日(木) ６年生を送る会 

子供たちが新年の決意を込めて書き初めに取り組みまし

た。保護者の皆様には、２７日（土）の学校公開で見ていた

だきました。さくら学級は、全員毛筆にチャレンジしました。

１、２年生は硬筆で「お正月の朝」「うれしいお正月」を書

き、３、４、５、６年生は毛筆で「お正月」「美しい山」「希

望の朝」「夢の実現」を書きました。教室で、静かで程よい

緊張感がある中、一字一字丁寧に書いたり、体育館で学年ご

とにのびのびと字を書いたりしました。短い期間でしたが上

達し、自分の自信のある一枚を掲示しました。書き初めを冬

休みの課題として取り組んだ学年も多かったことと思いま

す。各家庭でのご協力、大変にありがとうございました。 

１９日（金）に「めぶき助産院」の助産師さんをお招き

して、命の授業を行いました。性の多様性や心・体の変化、

赤ちゃんの誕生など、幅広くお話いただき、多くの視点か

ら「命」について考えることができました。特に、出産の

様子を撮影した映像を視聴したときには、赤ちゃんの誕生

を心から喜ぶ家族の様子に感動するとともに、命の重さを

感じていました。「自分の命」、「みんなの命」について

考える、とても有意義な時間になりました。 

２月の行事予定 

２７日（土）の授業参観、道徳授業地区公開講座においては、たくさんの方にご参観いただき、

本当にありがとうございました。今年度は、くにたち男女平等参画ステーション「パラソル」ステ

ーション長の木山直子様を講師としてお招きし、「多様な価値観を受け入れること」についてご講

演いただきました。 

授業ではもちろん、学校教育全体で道徳教育を進め、今後も子供たちの心を育んでいけるように

日々の授業に活かしていきます。 
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